
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの四半期純損失のため記載
しておりません。  

   ２．平成21年12月期は、決算期変更に伴い10ヶ月決算となっており、平成21年12月期第２四半期（累計）は平成21
年３月１日から平成21年８月31日までの６ヶ月となっております。 

  
（２）連結財政状態 

  
２．配当の状況 

  
３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

        

平成22年12月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年8月10日

上場会社名 ルーデン・ホールディングス株式会社 上場取引所  大 

コード番号 1400 ＵＲＬ  http://www.ruden.jp 

代表者          （役職名） 
代表取締役 

社長 
（氏名）西岡 孝 

問合せ先責任者  （役職名） 
取締役 

管理本部長  
（氏名）佐々木 悟 （ＴＥＬ）  03（5332）5374 

四半期報告書提出予定日 平成22年8月11日 配当支払開始予定日  － 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 ・ 無     

四半期決算説明会開催の有無    ： 有 ・ 無 （投資家向け）     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  1,061  △23.7  △20  －  △17  －  △33  －

21年12月期第２四半期  1,389  6.0  △16  －  2  －  0  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  △562  13  －      

21年12月期第２四半期  15  18  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  1,600  1,123  70.2  18,197  93

21年12月期  1,308  1,097  83.9  22,210  95

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 1,123百万円 21年12月期 1,097百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  －        0 00 －     0 00  0  00

22年12月期  －        0 00

22年12月期（予想） －     0 00  0  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ： 有・ 無

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  2,564  －  0  －  9  －  △15  －  △253  25

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ： 無   



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他」をご覧ください。） 

新規       －社 （社名）                        、除外       －社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
  
 (3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  
 (4) 発行済株式数（普通株式） 

  
  
※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 
  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業

績予想に関する定性的情報」を御覧ください。  

  

(1）当四半期中における重要な子会社の異動  ： 有・ 無

(2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有 ・ 無

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有・ 無

② ①以外の変更        ： 有 ・ 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 61,718株 21年12月期 49,418株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 2株 21年12月期 2株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 59,883株 21年12月期２Ｑ 49,416株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、内外の景気対策の効果や新興国需要を中心とした輸出の増加な

どによって一部に景気回復の兆しが見られるものの、厳しい雇用環境や欧州を中心とした下振れ懸念など景気の先

行きについては依然不透明な状況にあります。 

 当社グループの既存事業と密接に関連する新築マンション市場、特に首都圏マンション市場におきましては、マ

ンション契約率が70％を上回るなど景気回復の兆しは見られるものの、地価公示価格の下落や依然として厳しい雇

用環境など厳しい状況が続いております。 

 このような状況のなか、総合不動産事業において、第１四半期に仕入れた販売用不動産を中心に販売をすること

が出来ましたが、他の事業における新規顧客（ディベロッパー及び管理会社）の開拓が思うように出来なかったこ

となどにより、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,061百万円、営業損失は20百万円、経常

損失は17百万円、四半期純損失は33百万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

（トータルハウスケアサービス事業） 

 平成22年１月５日に新設分割によって設立した連結子会社である株式会社ルーデン・ライフサービスが展開する

コーティング事業等に関しましては、新規顧客（ディベロッパー及び管理会社）の開拓に注力いたしましたが、景

気回復の兆しは見られるものの、依然として厳しい状況が続いている現状では、思うような新規顧客獲得が出来

ず、厳しい状況での推移となりました。 

 また、連結子会社である株式会社アライヴ ビルマネジメントの展開するビルメンテナンス事業に関しまして

は、引き続き、営業体制の強化、更なる顧客満足度の向上を図り、確実な収益獲得を図ってまいりました。 

 以上により、当第２四半期連結累計期間はにおけるトータルハウスケアサービス事業の売上高は699百万円、営

業利益は52百万円となりました。  

  

（不動産事業） 

 不動産事業に関しましては、第１四半期に仕入れた販売用不動産を中心に販売を行うことが出来ました。 

 以上により、当第２四半期連結会計期間における不動産事業の売上高は361百万円、営業利益は20百万円となり

ました。 

  

 なお、前連結会計年度は、決算期変更に伴う10ヶ月決算であるため、前年同期比較の記載は行っておりません。

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債、純資産の状況 

  当第２四半期連結累計期間末の資産、負債、純資産の状況は、次のとおりであります。 

 （総資産）  

 総資産は、主として現金及び預金の減少136百万円、販売用不動産の増加265百万円及び短期貸付金の増加

169百万円などにより、前連結会計年度末と比較して298百万円増加し、1,600百万円となりました。 

 （負債） 

 負債は、主として短期借入金の増加254百万円などにより、前連結会計年度末と比較して266百万円増加し、

477百万円となりました。 

 （純資産） 

 純資産は、主として平成22年１月28日に実施した第三者割当増資による資本金及び資本剰余金の増加59百万

円及び四半期純損失33百万円を計上したことにより、前連結会計年度末と比較して25百万円増加し、1,123百

万円となりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ136百万円の減少とな

り、当第２四半期連結累計期間末の資金残高は、97百万円となりました。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金等調整前四半期連結純損失を計上したこと及び販売用不動

産の増加などにより、311百万円の減少となりました。  

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、主に敷金保証金の返還による収入があったものの、貸付による支出

などにより、138百万円の減少となりました。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額及び株式の発行による収入により、313百万円

の増加となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年６月４日に公表いたしました平成22年12月期の連結業績予想につきましては、平成22年８月９日に修正

を行っております。詳細については、平成22年８月９日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を御参照くだ

さい。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 平成22年１月5日付で、当社を分割会社とし、新たに設立した「株式会社ルーデン・ライフサービス」に対し、

当社のトータルハウスケア事業部門を承継させる新設分割を行いました。このことにより、当第２四半期累計期間

における重要な子会社の異動につきましては、株式会社ルーデン・ライフサービスが新規連結子会社となりまし

た。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却の算定方法は、定率法を採用しているものについては、事業年度に係る減価償却費の額を

期間按分する方法としております。  

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理  

  該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理の原則・手続の変更 

  当連結会計年度から連結納税制度を適用しております。 

② 表示方法の変更 

  該当事項はありません。  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 99,579 235,869

受取手形及び売掛金 101,988 99,629

商品及び製品 426 407

販売用不動産 643,431 377,606

仕掛品 19 －

原材料及び貯蔵品 7,456 7,880

短期貸付金 491,364 322,364

その他 54,877 24,705

貸倒引当金 △1,534 △2,433

流動資産合計 1,397,609 1,066,029

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 95,159 95,016

減価償却累計額及び減損損失累計額 △79,232 △78,809

建物及び構築物（純額） 15,926 16,207

機械装置及び運搬具 1,696 1,696

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,484 △1,273

機械装置及び運搬具（純額） 211 422

工具、器具及び備品 58,170 56,647

減価償却累計額及び減損損失累計額 △50,357 △48,157

工具、器具及び備品（純額） 7,813 8,490

土地 3,248 3,248

有形固定資産合計 27,198 28,368

無形固定資産   

のれん 60,967 66,346

その他 4,102 4,791

無形固定資産合計 65,069 71,138

投資その他の資産   

投資有価証券 413,638 414,139

長期預け金 200,000 200,000

貸倒引当金 △259,666 △259,572

投資損失引当金 △407,713 △407,713

その他 164,385 195,675

投資その他の資産合計 110,643 142,529

固定資産合計 202,911 242,036

資産合計 1,600,521 1,308,065
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,192 5,909

短期借入金 270,000 16,000

未払法人税等 5,725 8,012

売上値引引当金 609 741

アフターコスト引当金 186 275

その他 177,697 165,217

流動負債合計 462,411 196,155

固定負債   

退職給付引当金 5,040 4,304

その他 9,966 10,028

固定負債合計 15,007 14,333

負債合計 477,418 210,489

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,735,461 1,705,633

資本剰余金 267,839 238,011

利益剰余金 △879,970 △846,308

自己株式 △290 △290

株主資本合計 1,123,039 1,097,046

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 63 529

評価・換算差額等合計 63 529

純資産合計 1,123,103 1,097,576

負債純資産合計 1,600,521 1,308,065
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,389,867 1,061,157

売上原価 1,022,400 698,951

売上総利益 367,467 362,206

販売費及び一般管理費 384,057 382,456

営業損失（△） △16,589 △20,249

営業外収益   

受取利息 2,653 11,623

受取配当金 8,914 20

社会保険料戻入益 6,252 －

その他 3,538 1,345

営業外収益合計 21,358 12,990

営業外費用   

支払利息 416 6,777

貸倒引当金繰入額 － 624

消費税控除対象外 1,569 1,308

その他 480 1,229

営業外費用合計 2,466 9,939

経常利益又は経常損失（△） 2,302 △17,198

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 959

新株予約権戻入益 3,990 －

関係会社清算益 4,200 －

その他 959 －

特別利益合計 9,150 959

特別損失   

訴訟和解金 9,571 14,266

特別損失合計 9,571 14,266

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,881 △30,505

法人税、住民税及び事業税 1,767 3,491

法人税等調整額 △636 △335

法人税等合計 1,131 3,156

四半期純利益又は四半期純損失（△） 749 △33,662
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,881 △30,505

減価償却費 4,957 3,382

のれん償却額 5,379 5,379

貸倒引当金の増減額（△は減少） △43,278 △804

賞与引当金の増減額（△は減少） △820 －

売上値引等引当金の増減額（△は減少） 551 △131

アフターコスト引当金の増減額（△は減少） △35 △88

退職給付引当金の増減額（△は減少） 386 735

関係会社清算損益（△は益） △4,200 －

受取利息及び受取配当金 △11,567 △11,644

支払利息 416 6,777

売上債権の増減額（△は増加） 50,719 △4,679

破産更生債権等の増減額（△は増加） 39,119 449

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,047 385

販売用不動産の増減額（△は増加） 436,339 △265,825

前渡金の増減額（△は増加） △9,600 －

前払費用の増減額（△は増加） △987 △3,894

未収入金の増減額（△は増加） 16,736 △14,567

仕入債務の増減額（△は減少） △6,321 2,282

未払金の増減額（△は減少） △24,577 21,908

前受金の増減額（△は減少） △11,665 4,086

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,762 △23,378

預り金の増減額（△は減少） △20,167 2,277

その他 △7,270 5,143

小計 454,804 △302,711

利息及び配当金の受取額 37 44

利息の支払額 △1,392 △1,163

法人税等の支払額 △4,012 △8,012

営業活動によるキャッシュ・フロー 449,435 △311,843

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △660 △660

有形固定資産の取得による支出 △4,498 △1,523

子会社の清算による収入 78,224 －

敷金及び保証金の差入による支出 △48,365 －

敷金及び保証金の回収による収入 57,440 32,422

貸付けによる支出 △305,364 △169,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △223,223 △138,761

ルーデン・ホールディングス㈱　（1400）　平成22年12月期　第２四半期決算短信

－ 7 －



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 254,000

短期借入金の返済による支出 △139,500 －

株式の発行による収入 － 59,655

財務活動によるキャッシュ・フロー △139,500 313,655

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,712 △136,949

現金及び現金同等物の期首残高 100,279 234,109

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△17,326 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 169,666 97,159
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 該当事項はありません。  

  

  

（事業の種類別セグメント情報） 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日）    （単位：千円） 

（注）１．事業区分の方法 

     事業は、サービスの性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。  

   ２．各区分に属する主要なサービス等  

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）    （単位：千円） 

（注）１．事業区分の方法 

     事業は、サービスの性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。  

   ２．各区分に属する主要なサービス等  

３．平成21年12月期は、決算期（事業年度の末尾）変更により、平成21年３月１日から平成21年12月31日

までの10ヶ月決算であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

トータルハ

ウスケアサ

ービス事業 

不動産事業 その他事業 計 
消去又は 

全社 
連結 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  715,774  674,093  －  1,389,867  －  1,389,867

(2)セグメント間の内部売上高又は

振替高  
 －  －  －  －  －  －

計  715,774  674,093  －  1,389,867  －  1,389,867

営業利益又は営業損失（△）  58,060  23,314  806  80,568  △97,157  △16,589

 トータルハウスケアサービス事業 

 コーティング事業 

 ハウスケア事業 

 ライフアップ事業 

 総合ビルメンテナンス事業  

 不動産事業  総不動産事業 

 その他事業  コンサルティング事業他 

  

トータルハ

ウスケアサ

ービス事業 

不動産事業 その他事業 計 
消去又は 

全社 
連結 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  699,321  361,836  －  1,061,157  －  1,061,157

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高  
 －  －  －  －  －  －

計  699,321  361,836  －  1,061,157  －  1,061,157

営業利益又は営業損失（△）  52,027  20,647  －  72,675  △92,924  △20,249

 トータルハウスケアサービス事業 

 コーティング事業 

 ハウスケア事業 

 ライフアップ事業 

 総合ビルメンテナンス事業  

 不動産事業  総不動産事業 

 その他事業  コンサルティング事業他 
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（所在地別セグメント情報） 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 本邦の売上高及び資産の金額が、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 なお、平成21年12月期は、決算期（事業年度の末尾）変更により、平成21年３月１日から平成21年12月31日まで

の10ヶ月決算のため、前第１四半期連結累計期間の記載は省略しております。  

  

（海外売上高） 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。  

 なお、平成21年12月期は、決算期（事業年度の末尾）変更により、平成21年３月１日から平成21年12月31日まで

の10ヶ月決算のため、前第１四半期連結累計期間の記載は省略しております。 

  

  

 当社は、平成22年１月28日付で、株式会社ウエストから第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

１四半期連結会計期間において資本金が29百万円、資本準備金が29百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末に

おいて資本金が1,735百万円、資本準備金が267百万円となっております。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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